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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は，次の３点である：①教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの教
師による評価」に関する概念規定，②課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキルの教師による評
価法の特定，③教師による評価モデルを特定する方法のユニバーサルデザイン化。特に，②については，中学校
数学科の内容に関する教師による評価モデルを統計的に作成した。また，③については評価モデルを作成する方
法をUKの中学校教員に適用し，ユニバーサルデザイン化に伴う課題を見いだした。

研究成果の概要（英文）：This study showed the following results; 1) the conception of non-cognitive 
skills special to contents/activities of a subject, 2) the methods for assessing non-cognitive 
skills raised by curriculum of explorative proving in school mathematics, 3) the universal design of
 specifying the teachers’ assessment methods. Concerning 2), we developed the models of teachers’ 
assessment on the contents in junior high school mathematics statistically. Concerning 3), we 
adopted the methods to develop the models of teachers’ assessment to UK teachers, and specified the
 problems to be solved accompanying with designing the method universal.

研究分野： 科学教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
非認知的スキル及びその評価に関して，従来は生活全般に関する子どもの自己評価が多く用いられてきた。これ
に対し，本研究では，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルに関する教師による評価に着目し，その評価を
モデル化する方法を開発した。この方法を国内外で様々な教科の内容・活動に適用することにより，教育現場に
おける教師による非認知的スキルの評価が精緻化されるとともに，非認知的スキルと認知的スキルの互恵性や先
導性の解明に基づいて認知的スキル優位という伝統的な学力観の変革が実現され得る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初から，次世代に持続・発展可能な社会を形成するために，資質・能力としての課

題解決力の育成を意図するカリキュラム開発が OECD 等で国際的に進展しており，育成された
資質・能力を捉える評価法の開発が求められ続けている。特に，資質・能力のうち非認知的スキ
ルの育成の重要性が国際的に指摘され，非認知的スキルを育成するカリキュラムと，それにより
育成された非認知的スキルの評価法の開発は，「主体的に学習に取り組む態度」の評価を教育現
場で実現しようとする我が国のみならず国際的に喫緊の課題となっている。 

 
２．研究の目的 
本研究では，中学校数学科の課題解決型説明カリキュラムで育成される資質・能力のうち，教

科の内容・活動に固有な非認知的スキルに焦点を当て，教師による評価モデルを特定する方法を
ユニバーサルデザイン化することを目的とする。 
本研究の目的を達成するために，次の二つの下位目標を設定する。 

目標Ⅰ：課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキルの教師による評価法を特定す
る。 

目標Ⅱ：教師による評価モデルを特定する方法をユニバーサルデザイン化する 
 
３．研究の方法 
目標Ⅰ「課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキルの教師による評価法を作成

する」を達成するために，「教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価」に関する概念を
規定し，課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキルに関して，非認知的スキルの
特性５因子論に基づいて教師に対する質問調査を実施し，その結果に関する統計的な分析に基
づいて教師による評価モデルを特定する。 
目標Ⅱ「教師による評価モデルを特定する方法をユニバーサルデザイン化する」を達成するた

めに，課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキルの評価法を海外の研究者との
協働により，英国の教育内容や方法に即して国内で実施した質問項目を評価・改善・翻訳した上
で実施し，その結果について英国のカリキュラム等の影響等に基づいて考察し，教師による評価
モデルを特定する方法のユニバーサルデザイン化について可能性と課題を特定した。 
 
４．研究成果 
(1)「教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの教師による評価」に関する概念規定 
非認知的スキルは，「IQ テストや到達度テストで測定が想定されていない個人の諸属性

attributes を記述する」(Kautz, Heckman, Diris, Ter Weel, & Borghans, 2014, p. 13)を意味し，態度と
信念，社会的・情意的な質，習慣と過程，性格を包括する(Lipnevich, MacCann & Roberts, 2013)．
経済学で非認知的スキルと社会的幸福度との高い関係が明らかにされて以来(Heckman & 
Rubinstein, 2001, p. 147)，非認知的スキルの育成と評価に国際的な関心が集まっている．特に，教
師による評価は未開拓な研究分野である． 
パーソナリティ心理学では，自己報告調査や観察者評価に対する因子分析等により，非認知的

スキルを特性５因子(”Big Five”：経験の開放性，勤勉性，外向性，協調性，情緒安定性)に分類し
て計測する方法に到達している(Kautz et al., 2014; Borghans et al., 2008)．各因子は次のように捉え
られている；【経験の開放性】新しい審美的・文化的・知的な経験を追い求める傾向を判定，【勤
勉性】向上心があり，努力家．中途半端を好まず，徹底的にするタイプを判定【外向性】心的エ
ネルギーが外に向いているかを判定．コミュニケーション能力が高く，積極的に人と接すること
が出来る，【協調性】周囲と旨くチームを組んで活動できるタイプ，周りの人に合わせて，人間
関係を上手くやっていけるタイプを判定，【情緒安定性】精神的にバランスが安定しているかを
判定．反対の神経質的というのは情緒的に不安定で精神的な苦痛苦痛に耐えてきている慢性的
な状態をいう． 
非認知的スキルには，教科の領域や内容・活動にあまり依存しない包括的な(inclusive)側面とと

もに，これらに強く依存する専有的な(exclusive)側面が個々の内容や活動に寄り添う形で育まれ
ていると考えられる．非認知的スキルを学力として評価の対象とするならば，他の学力と同様に，
包括的な側面のみならず，専有的な側面である，領域や内容・活動に固有な非認知的スキルにも
焦点を当てる必要がある． 
教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの教師による評価に着目する理由は以下の通りであ

る．第一の理由は，非認知的スキルの包括的な側面に関する評価の誤用を防ぐためである．第二
の理由は，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの教師による評価の精緻化が可能となるか
らである．第三の理由は，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの教師による評価は”伝統
的”な学力観を変革し得るからである． 
(2)課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキルの教師による評価法の特定 
①「主体的に学習に取り組む態度」の分類 
教科の内容・活動に固有な非認知的スキルを評価するために，「主体的に学習に取り組む態度」

を学習指導要領に基づいて捉えることとする．中学校数学科の目標では，「数学的活動の楽しさ
や数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過
程を振り返って評価・改善しようとする態度」が学びに向かう力に対応するとされている(文部



科学省，2017，p. 20)．このように，三種類の非認知的スキルが示されていることから，これに
基づいて「主体的に学習に取り組む態度」を捉えると，次の三つになる． 
 非認知的スキル α：「数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考える態度」 
 非認知的スキル β：「数学を生活や学習に生かそうとする態度」 
 非認知的スキル γ：「問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度」 
この三種類の非認知的スキルから成る「主体的に学習に取り組む態度」を，授業や学習の場で

見られる子どもの姿に具体化する．これにより，教員は子どもの姿から「主体的に学習に取り組
む態度」を評価することが可能となる． 
本研究では，特性５因子を三種類の非認知的スキルを捉える観測変数とし，「主体的に学習に

取り組む態度」の具体的な姿の例を特性５因子ごとに想定する．これにより，「主体的に学習に
取り組む態度」を成す三種類の非認知的スキルと特性５因子の関連性を明らかにできる．三種類
の非認知的スキルについて特性５因子ごとに分けていくと 15 個に分類できる． 
②質問項目作成 
分類した非認知的スキルごとに，二種類の子どもの具体的な姿を見いだす．まず，分類した非

認知的スキルごとに，特性５因子による性格検査の項目(村上・村上, 1997)を参考にして，「主体
的に学習に取り組む態度」の具体的な姿を書き出す．この際，三種類の非認知的スキルごとに順
項目と反転項目の両側面を作るものとする．この方法を用いて，本研究では，中学校数学科いお
いて課題解決型説明カリキュラムに該当する内容・活動を含む「正の数・負の数」，「比例・反比
例」，「データの活用」について質問項目を作成した。 
③質問紙調査の実施 
調査対象は，研究者とつながりの深い中学校第二学年の数学を担当している教員であり，教員

は，経験年数 9～28 年の 33 名である。各教員は，現在担当している生徒から 10 名を選び，その
際，生徒の選び方は当該学校における「関心・意欲・態度」の評価が A の生徒を３名，B の生徒
を４～６名，C の生徒を１～３名（可能な限り男女同数）とする．教員は，選んだ生徒ごとに，
60 個の質問項目に対し５段階(「そう思う」，「ややそう思う」，「どちらでもない」，「あまりそう
思わない」，「そう思わない」)から選択していく．その上で，教員は，選んだ生徒ごとに性別と
「関心・意欲・態度」について５段階の評価(A，B の上位，B の中位，B の下位，C)を記入する． 
④教師による評価モデルの特定 
調査結果の探索的因子分析により，課題解決型説明カリキュラムで育成される非認知的スキル

について教師がどのような視点から各視点にどのような優先度を持たせて評価しているかを特
定した。また，重回帰分析により，教師による評価に影響する質問項目とその強度を特定し，教
師による評価のモデルを作成した。 
例えば，「正の数・負の数」に関する調査結果（教員 49 名）の因子分析によって「正負の数の

計算や文章題の解決に対する粘り強さ」（信頼性係数 0.97，項目数 9），「正負の数の計算や文章
題の解決方法の活用・発展」（信頼性係数 0.96，項目数 13），「正負の数の計算や文章題の解決に
おける協働・コミュニケーション」（信頼性係数 0.94，項目数 11）という３つの因子を特定した．
また，重回帰分析を行い，13 の質問項目で重決定係数 0.79 のモデルを作成した． 
(3) 教師による評価モデルを特定する方法のユニバーサルデザイン化 
①質問項目の評価・改善・翻訳 
教師による評価モデルを特定する方法は，学習指導要領における「主体的に学習に取り組む態

度」の３側面と非認知的スキルの特性５因子を組合せて質問項目を作成し，教師に対する質問調
査の結果に関する統計的な分析により，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価に関す
る教師の視点とその優先度，評価に影響する質問項目とその強度を特定するものである。この方
法が国際的に汎用可能であるかを明らかにするために，本研究では，UK における調査を実施し
た。 
この調査を実施するために，Taro Fujita 上級講師（University of Exeter，UK）との協働により，

既に我が国で実施済みの質問項目について翻訳を進めた。その際，Fujita 氏は，UK の中学校で
数学を担当する教員に対し質問項目が理解できるかどうかに加え，その理解が我が国と同様で
あるかどうかを確認してもらうようにした。 
②調査の実施と分析結果 
内容「正の数・負の数」に関する調査結果（教員 10 名）の因子分析により，次の因子が特定さ

れた：「Learning integers with perseverance and emotional stability」（信頼性係数 0.96，項目数 18），
「Learning and using integers cooperatively」（信頼性係数 0.91，項目数 10）。また，重回帰分析によ
り，7 の質問項目で重決定係数 0.53 のモデルを作成した。 
③教師による評価モデルを特定する方法のユニバーサルデザイン化に関する可能性と課題 
内容「正の数・負の数」に関する調査の分析からすると，教科の内容・活動に固有な非認知的

スキルの評価に関する教師の視点とその優先度，評価に影響する質問項目とその強度に差異が
見いだされた。その一方で，教師による評価モデルを特定する方法のユニバーサルデザイン化に
関して，次の課題が見いだされた。 
第一は，言語のバリアに起因する課題である。特に，質問項目の翻訳に際し，日本語の意味に

該当する適切な英語がない，さらには，辞書では該当する英単語や表現があって質問項目のなか
で日本語と同様に機能しない場合がある。質問項目の翻訳に当たって，言語における文脈依存性



への高度な配慮が必要とされることが明らかとなった。 
第二は，非認知的スキルの評価に関する教育風土やカリキュラムに関する課題である。我が国

では，学習における非認知的スキルは古くから大切され教育現場でも評価の対象とされてきた。
一方，UK の場合，認知的スキルは教師にとって評価の対象であるため学習指導上重要な関心事
であるが，非認知的スキルについてはそうではない。そのため，質問項目の翻訳が仮に一定のレ
ベルに達したとしても，調査に対する教師のモティベーションは低く，標本数の確保にとって障
害となりかねない。この点は，学力に関する教育風土やカリキュラムの国際的な差異を非認知的
スキルの教師による評価を通じて明らかにする研究に結びつく可能性があるともいえる。 
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